
神奈川県の事例

神奈川県国際文化観光局国際課



事業に取り組む経緯や課題

２

市町村等との連携強化

地域日本語教育に係る情報提供

広域的に行うネットワークづくり・人材育成

入管難民法の改正（H31.4)

日本語教育推進法の施行（R1.６)

令和元年度 （プログラムA） 令和２年度～ （プログラムB）

●市町村等連絡調整会議の開催
●モデル事業の実施

●リーダー的人材研修

●情報提供・相談対応
●その他、裾野を広げる取組

県の取組

173の国と地域、約23万人の外国籍県民（過去最高）

「かながわの地域日本語教育の施策の方向性」
取りまとめ・公表（Ｒ２．３）

●ボランティアによる日本語教室の活動が活発

●学習者からのニーズがボランティアに集中

●日本語ボランティア教室への支援

●専門家による日本語教育の必要性

各主体の役割と県の施策の方向性を整理

現
状

課
題

広域自治体としてのコーディネート役

県の役割



事業の体制図

３

（公財）かながわ国際交流財団に委託
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・総括コーディネーター1名
・地域日本語教育コーディネーター３名

を配置
神奈川県は地域によって状況が異なっており、
地域のニーズに合うように支援・コーディネート



「かながわの地域日本語教育の施策の方向性（令和２年３月）」に沿った主な取組

広域自治体としてのコーディネート役

・ 市町村等連絡調整会議の開催

・ モデル事業の実施
（専門家による初心者向け日本語講座等）

・ リーダー的人材の育成

・ 情報提供・相談対応
（ポータルサイトの開設等）

・ その他、裾野を広げる取り組み
（日本語学習支援フォーラム等）

地域の実情に応じた日本語教育の実施

・ 日本語教育のニーズの把握

・ 地域における体制づくり
（地域の実情に対応）

・ ボランティアによる日本語教室への
支援
（会場の確保、ボランティアの研修等）

・ 「やさしい日本語」等の普及・啓発

県市町村

４

連携



専門家による初心者向け日本語講座（モデル事業）

５

生活オリエンテーション等を組み込んだ短期集中型の
日本語講座を実施。

○ 会場 かながわ県民センター（KANAFAN STATION等）

○ 日時 ９月10日～11月24日
レベル１(初めて日本語を勉強する方向け）

12月３日～２月18日
レベル２(ひらがな、カタカナを読むことができる方向け）

○ 回数 各レベル20回

今後の課題 ・オンラインの活用
・市町村での実施（地域の実情に応じた日本語教育の実施）



日本語教育のポータルサイト「かながわでにほんご」の開設

６

URL：http://www.kifjp.org/nihongo

＜内容例＞

・日本語学習の役に立つサイト

・日本語学習の役に立つ動画

・各種講座・イベント情報

・学習法に対する外国人の声

・相談窓口情報

・かながわ日本語教室マップ

など

外国籍県民や日本語ボランティア等が必要としている
日本語教育の情報を集約。



日本語学習支援者フォーラム

６

○ 開催方法 「Zoom」によるオンライン開催

○ 日時 10月24日（土） 14:00～16:00
→ 参加者175名

○ 内容 ＜第１部＞
・神奈川県の取り組みについて
・基調講演（多文化共生をめざす地域日本語の役割）
＜第２部＞
・パネルディスカッション（これからの地域日本語教育を考える）

今後の課題 ・若年層の参加

地域日本語教育に関する基本的な理解や関心をもって
もらうことを目的として実施。


